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古くなる道路や橋、減っていく担い手

蓄電池機関車

高熱隧道 インクライン

有沢橋火の川原橋小白川橋

　富山県が管理する道路や橋、トンネルなどの公共土木施設は、高度経済成長期以降に建設されたものが多く、今後、老朽化した施設が急速に増えていきます。維持管理・修繕に
は現在も、多くの予算を必要としていますが、今後、大規模な補修や更新の時期が集中することにより、必要な費用の増加が見込まれています。
　一方、維持管理を担う建設業従事者や県土木部の技術職員は減少しています。限られた人員と予算の中で、インフラをこれからも安全に使い続けるため、効率的、効果的な維持
管理の方法へと見直していく必要があります。
　県では現在、私たちの暮らしに身近な橋について、県庁外の委員で構成するワーキンググループを設置し、維持管理や更新の方向性について検討を進めています。ここからは、
橋を中心に県内の現状と検討内容を見ていきます。

　すべてのインフラをこれまでと同じ方法で維持管理していくことが難しくなる中、これからは、「新しくつくる」よりも、今あるものを上手に
使っていくことが重要になります。そのため、現在の利用状況や周辺環境をふまえ、インフラの維持管理や更新の優先順位を考えていく必要
があります。このように、インフラを計画的に維持管理していくことを「インフラマネジメント」といいます。
　県がその判断の視点として現在検討しているのが、｢健全性」と「重要性」です。「健全性」は点検結果に基づく橋の状態、｢重要性」は通学･
通院、災害時の輸送、孤立リスク、交通量など、暮らしや社会経済への影響を表します。
　ワーキンググループでは、この２つの視点から、橋の維持管理や更新の方向性について、未来志向で議論を進めています。

　いつも通る橋が､ある日突然
通れなくなったら､通学や通院､
買い物など､日々の暮らしには
どのような影響があるでしょ
うか。災害時には､支援物資を
運ぶ道が使えるかどうかが､
地域の安全を左右することも
あります｡

暮らしを支えるインフラを未来へ
―持続可能なインフラマネジメントとは―
　毎日の通勤や通学、買い物、通院。私たちの暮らしは、道路や橋などのインフラに支えられています。
　しかし、県内では維持管理が必要な施設が年々増える一方、建設業の担い手や県土木部の技術職員は減少しています。限られた
人員と予算の中で、インフラを安全に維持していくため、県では将来を見据えた維持管理や更新の方向性を検討しています。

黒部宇奈月キャニオンルートツアー10月始動
特 集 特 集

　黒部ダムと黒部峡谷・欅平を結ぶ「黒部宇奈月キャニオンルート」。この一帯では、かつて、発電所建設などのため、厳しい自然
と向き合いながら電源開発が進められました。当時の工事を支えたルートや設備を辿りながら、富山に残る貴重な歩みを見つめて
みませんか。

この件のお問い合わせは、県建設技術企画課　TEL.076-444-3313

この件のお問い合わせは、県観光戦略課　TEL.076-444-4498

富山県知事

　8月末の記録的大雨により、県内では氷見市
を中心に、河川の氾濫などによる住宅の浸水
や土砂崩れなど、大きな被害が発生しました｡
被災された皆さまに、改めて心よりお見舞い申し
あげます。
　県では災害対策本部を設置し、高岡市、氷見市、小矢部市、射水市へ
県職員を派遣するとともに、道路や河川、農地などの被害状況の確認
や応急対策、避難された方への健康支援などを行いました。私も氷見
市内の避難所や浸水被害に遭った高齢者施設、高岡市内の被災箇所
を訪れ、被災された方々のお声を直接伺いました。一日も早く安心した
暮らしを取り戻していただきたい。その思いで、現在も市町村や関係
団体などと力を合わせ、生活再建と地域の復旧・復興に向けた支援に
取り組んでいます。
　命と暮らしを守るため、私たち行政はこれからも力を尽くしてまいり
ます。そして、災害への備えには、日頃からの「自助」と「共助」も大切
です。いざというときに備え、避難場所や避難経路、非常食や飲料水の
備蓄など、ご家庭や地域で改めて確認してみてください。

新田 八朗 富山
県知事コラム富山
県知事コラム

ハチロウのきときと通信

出典：総務省・経済産業省　経済センサス-活動調査 等

提供：関西電力株式会社

提供：佐藤工業株式会社

県内建設業従事者数の推移

救急搬送や支援物資の
輸送に使われる道路か災害時の輸送

｢自分ごと」として考える

今あるものを上手に使う

　「インフラ自分ごと化」体験教室で、橋の
役割やしくみについて楽しく学び、クイズに
挑戦します。 事前申込は不要です。

※その他の体験プログラムは、
　申し込みを終了しています。

日時

場所

10月24日（土）
10：00～10：40
環水公園 天門橋 この件のお問い合わせは、県ウェルビーイング・総合計画推進課　TEL.076-444-8489

｢県広報とやま」は、7・10・１・４月（年4回）発行で新聞折込により各家庭にお届けするほか､県の
各施設や医療機関、市役所・町村役場、図書館のほかスーパー（一部）などでも配布しています。
本号とバックナンバーは広報課のホームページで閲覧できます。
また、点字版・音声版もございます。ご希望の方は、
県ＨＰまたは広報課（TEL.076-444-3134）まで。

県広報とやま 検索

　次代を担う高校生と、総合計画で県が目指す将来像を共有するため、県内高校で
ワークショップを開催しています。生徒自身が地域の諸課題を「自分ごと」として捉え、
「富山の未来のために自分ができること」を考えます。
　６月に開催した高岡向陵高校では、生徒たちが10年後の富山に住む「未来人」に
なりきり、将来の地域の姿を想像しながら、「多文化共生」をテーマに話し合いました｡
生徒からは、「外国人と交流するために英語を勉強したい」「AIを上手く活用していき
たい」など様々な意見が出されました。
　今後は、ワークショップの成果を実施マニュアルとしてまとめ、他の高校の授業等でも
活用できるよう展開し、高校生の皆さんと共に、富山の未来のために取り組んでいきます｡

富山県総合計画

高校生と描く「未来共創プロジェクト」開催！

幸せ人口1000万～ウェルビーイング先進地域、富山～を目指して
2025年12月策定

　橋や道路は、暮らしや地域の
活動を支える大切な基盤です。
将来にわたって安全に使い続け
ていくためには、定期的な点検
や補修を行いながら、それぞれ
の役割や利用状況に応じて維
持管理していくことが重要です｡

学校や病院へ行くために
必要な橋か通学・通院

毎日多くの人や車が
利用している橋か交通量

ほかに通れる道がなく､
地域が孤立するか孤立リスク

健全性＝点検結果に基づく橋の状態 重要性＝暮らしや社会経済への影響

これからのインフラを、どう守り、どう使い続けていくのか。 他人ごとではなく｢自分ごと｣として、まずは身近な道路や橋に目を向けることから、一緒に始めてみませんか？

Ⅱ 予防保全段階 Ⅲ 早期措置段階 Ⅳ 緊急措置段階Ⅰ 健 全

｢Ⅳ 緊急措置段階」に至ることがないよう、点検と補修を進めています。

低い高い

平成16年 平成24年 令和3年

53,656人
42,907人

38,526人

県土木部の技術職員数の推移

平成17年 平成24年 令和7年

557人
478人 469人
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■建設後50年以上の橋の割合（15m以上の県管理橋梁874橋のうち）
現 在 10年後 30年後

架け替え費用の総額

1年当たりに換算

約1.3兆円
約130億円

約46% 約66% 約91%

仮に100年間ですべて架け替える場合

タル沢横坑展望台から
望める裏剱

仙人谷ダム

28%
約

減少
15%
約

減少

県管理橋梁の現状を数字で見る
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　定期的な点検とこまめな補修に
よる橋の想定寿命は100年です｡
　人間と同じで定期的な健康診断
と早期治療が大切です。

▲橋の状況について確認する様子

当日参加OK！

　1917（大正6）年、アルミニウム製造の電力を求めて、黒部川
で初めて電源開発に向けた調査が始まりました。現場は、深い
谷と険しい山々に囲まれた大自然。資材を運ぶことも、人が入る
ことも容易ではありませんでした。
　険しい断崖絶壁での作業をはじめ、160℃を超える高温の岩
盤を掘り進めた「高熱隧道（こうねつずいどう)｣、大量の土砂と
冷たい地下水が激しく噴き出す「破砕帯（はさいたい）」など、い
くつもの多難な工事を乗り越え、黒部川第三・第四発電所など
が築かれました｡

　このルートは、黒部川第三・第四発電所などの建設工事用ルー
トであり、長い間、一般の観光客は立入ることができませんでし
たが、2018年、関西電力と富山県の協定により一般開放・旅行
商品化されることとなりました。これにより、日本一のV字峡谷
である「黒部峡谷」と世界的な山岳景観を誇る「立山黒部アルペン
ルート」を結ぶ新たな観光ルートが生まれました｡
　ツアーでは、蓄電池機関車やインクラインなどの発電所建設
時に使われていた乗り物を乗り継ぎながら、日本経済を支えた
電源施設群と黒部の大自然の両方を体感することができます｡

電源開発の歴史 工事専用ルートから、
電源開発の軌跡を辿るルートへ 黒部宇奈月

キャニオンルート
公式HPはこちら

公式Instagram

最新情報をチェック!
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橋のしくみをクイズで学ぼう
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